
消  防  訓  練  実  施  計  画  書 

名 称 

所 在 地 
 防火管理者 

役 職（       ） 

氏 名 

訓練種別 通報・消火・避難 訓練日時 
  年  月  日 

時  分～  時  分 

訓  練  場  所 

 

訓練本部 

総指揮者 

役 職（         ） 

氏 名 
参 加 者 

自衛消防隊   名 

特 別 参 加   名 
計      名 

目   的 

 この訓練は、火災等の災害に対して災害の発生を想定し、消防計画に基づき通報、

消火、避難が速やかに且つ安全に行い被害を最小限に阻止し日常における防火意識

の向上を目的とする。 

実 
 
 
 

施 
 
 
 

要 
 
 
 

領 

想 
 

定 

火 点 及 び 

延 焼 危 険 

（①       ）付近より出火（②       ）へ延焼の 

恐れあることを想定し、火点に発煙筒又は赤旗等で示す。 

※（①）内は、○館○階の○室等出火場所を記入（②）内は隣室等

の室名を記入する。 

消 
 
 
 

防 
 
 
 

活 
 
 
 

動 

自 衛 

消 防 隊 
添付自衛消防組織表に基づき、総指揮者の指示に従い活動する。 

発 見 

・ 

通 報 

（    ）氏が火災を発見、付近の従業員等に大声で知らせると

共に非常ベルを鳴動する。総指揮者（   ）氏の指示に従い

（   ）氏が（①   ）により（②   ）に避難して下さい

と放送を繰り返す。（   ）氏が１１９番消防署へ添付要領に基づ

き通報。 

（①）内は非常放送、ハンドマイク等記入（②）内は屋外駐車場、

校庭等の避難場所を記入。 

消 火 

非常放送等により出火場所を確認した消火班は、備え付けの消火器 

（  ）本を火点付近へ速やかに運び初期消火に努める。屋内消火

栓を使用する場合も隊員同士の連帯を密にしホース延長しながら筒

先を火点に構える。 

避 難 

非常放送等により出火場所を確認すると、直ちに避難誘導班、（① 

    ）に窓等を閉めさせ（②         ）等を使用し 

安全な指定の避難場所に速やかに誘導すると共に人員の有無を確認 

した後、誘導班は最後に避難し、避難完了後人員を点呼し総指揮者

に報告する。 

※（①）内は従業員、教師等を記入、（②）内は避難通路、非常階段、

避難器具、非常口等該当するものを記入する。 

備考 



 消防活動図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※１．訓練対象物の見取り図及び消防用設備設置場所を明示すること。 

  ２．出火点を記入しホース延長による消防活動図及び避難経路を明示すること。 


